
第９回名立区地域協議会 次第 

日時：令和元年 12 月 19 日（木）午後 6時 30 分から 
                      場所：名立区総合事務所 2階第 2会議室 

 

 

１ 開 会 

 

 

２ 協議事項 

 （１）視察研修の振り返りについて              資料№１ 

 

 

  （２）活動報告会の開催について               資料№２ 

 

 

 

３ 報告事項 

  （１）うみてらす名立の冬期間の休館日の設定について     資料№３ 

 

 

  （２）除雪計画について                   別冊 

 

 

 

４ その他事項 

（１）令和元年度第１０回地域協議会の開催予定 

令和２年  月  日（  ）午後  時  分から 

 

 

 

６ 閉 会 



1　池谷集落（NPO地域おこし）について
№ 感　　想

1

地震がなければ、もしかしたら集落は消滅していたかもしれない。それくらい高齢化率が
高く、人数も13名しかいない。そんな中で、地震が起き、震災復興ボランティアが集落に来
て、援農ボランティアから地域おこしボランティアとなっていき、また集落の人たちの「集落
の存続」を強く願う気持ちが、たくさんの人たちの心を動かしていったと思う。
集落の方たちも、受入のため空家を改修したり、分校に人が住めるに整備したりして、移
住しやすい環境を整えたことにも、本気度が伝わってきた。

2
中越大震災からの復興をきっかけとして、限界集落を希望の持てる集落へと発展させる
ための努力を、実践する行動力・実行力に驚かされた。

3
長い年月をかけて、また強力なバックアップの支持を受け、今の姿がある事が良く理解で
きた。その熱意と高い目標には、感銘を受けました。

4

中越大地震を機に、都会からボランティアが来て、様々な刺激を受けて震災復興ボラン
ティアから村おこしボランティアへと段階を経て大きく変わってきたこと、集落存続の光が
見えた中で移住者の受入のために「長く住みたい思える魅力ある集落に」、「常に外から
人が来ている」、「安定した生活ができる収入があること」、「都会との密な交流があるこ
と」、「食の安全にこだわる農業への取組」、これらを満たすために整備をし、集会所の改
修等をして災害復旧を越えた村おこしの活動にまで発展していったこと、農地等を継いで
ほしいという思いが地域おこし協力隊や青年就職給付金などを利用して移住・定住の役
に立っていること等、いろいろな要因が整ったことで地域の活力になってきていることを話
していただきました。

5

池谷集落は中越地震によるボランティアやたまたま国際NGO「JEN」とのつながりがあった
ことなどで、ここまで来ているのだと思います。そんな話しを聞き終えて思ったことは、名立
の地域おこしとして、どのように名立をアピールしていったら多くの人に知ってもらえるの
かと考えると、とても難しいことだと思いました。

6
震災からの復興にボランティア等を受入れたことがきっかけで今の集落ができたこと、そ
れにNPOが関わってきたことがよい勉強になりました。

2　講演について
№ 感　　想

1

池谷集落にボランティアに通ううちに地域の全体像が見え、歓迎ムードのある「ここ」に住
みたいと思ったというのは、「NPO地域おこし」の話しを聞いていたので分かりやすかっ
た。家、土地、機械、先生、全て無い人でも、「この地域で農業をしてくれる人を受入れた
い」という集落の人たち、NPO地域おこしが全て用意してマッチングしてくれる。これはすご
いことだと思う。
ただ、移住受入などの情報が都会の大学生に届いていないということだったので、興味の
あるなしに関係なく、情報を届けるにはどうしたらよいかが課題だと思った。

2
今回初めてお会いして、お話しを聞くことができましたが、自分が思っていた通りの方でし
た。地元出身ではありませんが、池谷集落への思いやり・愛情が強く感じられました。

3
ストレートな想いと行動力が良く伝わってきました。
現在は「通い農業」とのことでしたが、ご家族ともお幸せにと思いました。あまりにほのぼ
のしていて、温かい気持ちになりました。

令和元年11月18日実施　名立区地域協議会視察研修参加者の感想

資料№1



№ 感　　想

4

農業体験等で池谷集落とのつながりができて、定住しようと思った住居や土地の提供をし
てもらいながら、またその土地の老人から畑作を教わりながら、収穫した野菜、サツマイモ
を干し芋にしたりして販売できるようになった。失敗しても広い心で受け止めてくれる地域
の人の人柄に救われながら、今は仲間もできて子育てしながら皆と楽しく農業をしている
ことを話していただきました。活気に満ちている様子がよく伝わってきました。

5
可奈子さんは、自分が当初考えていた以上の困難なことに出くわしても、そこであきらめ
て逃げ出すことなく、その都度考え、行動に移していっているのがすごいなと思いました。

6
自分の体験を通して話しをされていたので、色々と伝わってくるものがありました。元気が
あってすごいと感じました。

3　全体を通して
№ 感　　想

1

池谷集落のように、6軒13名という少人数の集落であれば、集落の意見・希望を一つにま
とめられるが、名立区だと北部と南部で温度差もあり、即移住受入は難しいと思った。で
も、海あり、川あり、山ありと自然豊かで、とても魅力ある名立区を何とかPRできないかと
思う。
それには大島区であったように、名立区の将来ビジョンを明確にし、まちづくり協議会など
のいろいろな団体をまとめる必要があると思う。

2
短い時間の研修視察でしたが、前回までの研修視察よりも内容の濃さを感じました。
これからの人口減少問題に取り組んでいく上で、大変参考になりました。
この研修を活かして、名立区の各課題に取り組んでいきたいと思います。

3
現地で行動しておいでの方々の熱意と、志の高さがよく分かりました。しかし、その反面、
これを維持し高めていく事の難しさが、ひしひしと感じられました。

4

震災がきっかけだったかもしれませんが、人とのつながりがとても重要なのだと思いまし
た。そして、そこで暮らしている人々の強い思いと移住してくる人の受入れるための準備
が大切なのだと思いました。
名立もあと10年したらどうなるのかと心配になりました。都会の人を受入れるためには、
ハードルが高いようにも感じられました。

5
多田さんが最後に、「インターネットと車があればどこでも生活していく自信がある」と言っ
たのがすごく印象に残ったのですが、インターネットはいくつになってもできますが、車の
運転はどうだろうと思いました。

6
今回の研修を通して、少しでも地域に取り込めることがあったら取り込んでいきたいと感じ
ました。

4　地域協議会としての「まとめ」



 

 

活動報告会の開催について 
 

地域協議会委員の改選に伴い、これまでの活動の状況や委員の応募方法などを説明す

るための活動報告会を全地域自治区で開催し、その開催について平成 28 年 2 月 1 日号

の広報上越で周知した。（下段記載のとおり） 

令和 2年度の委員改選に向け、自治・地域振興課から報告会の開催を指示されている

ことから、開催日時等を下記のとおりとすることを提案する。 
 

記 
 

１ 開催日時  令和 2年 2月 2日（日） 午後 2時 30 分～（1時間程度） 

        ※名立まちづくり協議会が開催する「まちづくり研修会」の中で 

         報告会を実施する。 

 

２ 場  所  名立地区公民館 第 1・2 会議室 

 

３ 報告内容  (1)地域協議会委員 

        (2)地域協議会の開催状況 

        (3)地域協議会への諮問事項 

        (4)自主的審議事項 

        (5)たより発行実績 

        (6)地域活動支援事業 

        (7)視察研修実施状況 

(8)委員応募方法 

           

４ 実施方法  詳細は 1月定例会で協議し決定する。 

資料№2 

【委員で分担し報告】 

【総合事務所から説明】 



 

 

 

 

うみてらす名立の冬期間の休館日の設定について 

 

                              施設経営管理室 

 

 

指定管理者からの申請に基づき、うみてらす名立について、冬期間に休館日を設定

することとしました。 

 

 １ 休館日を設定する施設 

   うみてらす名立 「健康交流館ゆらら」及び「地場物産館」 

    ※ 交流促進施設「光鱗」及び「道の駅休憩棟」は除く 

 

２ 休館日とする日 

  令和 2年 1月 8日（水）から令和 2年 2月 19 日（水）までの毎週水曜日 

※ 令和 2年 1月 8日、1月 15 日、1月 22 日、1月 29 日、2月 5日、 

 2 月 12 日、2月 19 日の計 7日間 

 

３ 休館日を設定する主な理由 

 閑散期の経費の削減や、施設のメンテナンス 

 働き方改革関連法の施行に伴う職員の休日の確保   など 

 

４ 周知方法 

 館内の張り紙や施設のホームページなどにより周知する。 

資料№3 


